筒井筒と龍田山 : 伊勢物語第二十三段を上代から読む by 辻 憲男
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伊
勢
物
語
第
二
十
三
段
「
筒
井
筒
」
の
読
解
の
課
題
二
つ
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
る
。
第
一
は
「
風
吹
け
ば
…
」
の
歌
の
解
釈
を
め
ぐ
る
、
お
も
に
上
代
文
学
か
ら
の
問
題
提
起
で
あ
る
。
即
ち
上
二
句
は
単
な
る
序
詞
で
は
な
く
、
強
風
の
龍
田
山
の
実
景
に
基
づ
く
修
辞
で
あ
る
と
考
え
る
。
第
二
は
筒
井
筒
の
話
の
大
和
に
お
け
る
発
生
と
文
学
地
理
に
関
わ
る
可
能
な
仮
説
の
提
示
で
あ
る
。
未
だ
有
力
な
手
掛
か
り
は
得
ら
れ
な
い
も
の
の
、
候
補
地
と
し
て
は
盆
地
北
中
部
の
平
城
京
か
ら
龍
田
越
え
に
至
る
間
の
、
添
下
郡
・
平
群
郡
内
が
適
当
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
伊
勢
物
語
第
二
十
三
段
、
筒
井
筒
、
龍
田
山
、
風
の
神
、
大
和
盆
地
、
河
内
国
高
安
郡
、
万
葉
集
、
文
学
地
理
、
紀
氏
〔2〕
風
の
龍
田
山
　
伊
勢
物
語
の
第
二
十
三
段
「
筒
井
筒
」
の
中
半
に
、
さ
て
、
年
ご
ろ
経
る
ほ
ど
に
、
女
、
親
な
く
頼
り
な
く
な
る
ま
ま
に
、
も
ろ
と
も
に
言
ふ
か
ひ
な
く
て
あ
ら
む
や
は
と
て
、
河
内
の
国
高
安
の
郡
に
行
き
通
ふ
所
出
で
来
に
け
り
。
さ
り
け
れ
ど
、
こ
の
も
と
の
女
、
悪あ
し
と
思
へ
る
気
色
も
な
く
て
、
出
だ
し
や
り
け
れ
ば
、
男
、
異
心
あ
り
て
か
か
る
に
や
あ
ら
む
と
思
ひ
疑
ひ
て
、
前
栽
の
中
に
隠
れ
ゐ
て
、
河
内
へ
い
ぬ
る
顏
に
て
見
れ
ば
、
こ
の
女
、
い
と
よ
う
化
粧
し
て
、
う
ち
な
が
め
て
、
　
　
　
　
風
吹
け
ば
沖
つ
白
浪
龍
田
山
夜
半
に
や
君
が
ひ
と
り
越
ゆ
ら
む
と
よ
み
け
る
を
聞
き
て
、
限
り
な
く
か
な
し
と
思
ひ
て
、
河
内
へ
も
行
か
ず
な
り
に
け
り
。
と
い
う
一
節
が
あ
る
。
男
の
浅
は
か
な
疑
念
と
は
対
照
的
に
、
女
の
こ
ま
や
か
な
情
愛
が
深
く
印
象
づ
け
ら
れ
る
。
た
だ
心
騒
ぎ
を
抑
え
た
女
の
、
ひ
と
り
ゐ
る
間
の
振
る
舞
い
が
な
か
な
か
に
不
思
議
で
あ
る
。
な
ぜ
「
い
と
よ
う
化
粧
し
て
」
う
ち
な
が
め
る
の
か
。「
化
粧
」
は
顏
を
粧
う
だ
け
で
な
く
、
髪
を
梳
か
し
服
装
を
と
と
の
え
る
。
行
路
の
無
事
を
案
じ
、
身
を
清
浄
に
し
て
邪
心
を
撥
う
。
神
霊
に
向
き
合
う
古
代
女
性
の
呪
的
な
わ
ざ
と
も
通
じ
る
。
愁
い
つ
つ
西
方
の
空
を
見
出
だ
す
。
龍
田
越
え
は
古
来
、
狭
嶮
・
強
風
の
難
所
と
し
て
知
ら
れ
る
。
　
地
の
文
は
終
始
男
の
視
点
で
あ
る
。
女
の
心
情
は
唯
一
、
歌
に
よ
っ
て
の
み
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
そ
の
中
の
「
龍
田
山
」
な
る
地
名
の
意
義
は
大
き
い
。
諸
注
に
「
風
吹
け
ば
沖
つ
白
浪
立
つ
」
を
単
に
「
龍
田
山
」
の
タ
ツ
の
序
詞
と
す
る
の
は
、
半
解
で
は
な
か
ろ
う
か
。
私
見
に
よ
れ
ば
、「
沖
つ
白
浪
立
つ
」
は
龍
田
山
の
風
と
難
波
の
海
の
浪
の
実
景
に
基
づ
く
修
辞
で
あ
る
と
考
え
る
。
風
の
恐
ろ
し
い
難
路
で
あ
る
か
ら
妻
の
心
配
が
生
か
さ
れ
る
。
歌
が
危
機
を
回
避
し
解
決
す
る
力
を
持
つ
。
　
言
う
ま
で
も
な
く
、
歌
枕
の
「
龍
田
川0丶
」
は
紅
葉
の
名
所
で
あ
る
。
第
百
六
段
の
「
ち
は
や
ぶ
る
…
」
も
元
は
屏
風
歌
で
あ
っ
た
。
古
今
和
歌
集
に
は
こ
れ
（
秋
歌
下
・
二
九
四
）
を
含
め
て
計
十
首
が
見
え
る
（
１
）
。
し
か
し
筒
井
筒
の
話
の
「
龍
田
山0
」
は
王
朝
び
と
の
観
念
で
〔3〕
は
な
く
、
こ
れ
を
朝
夕
眺
め
暮
ら
す
人
々
の
眼
の
中
に
あ
る
。
山
越
え
の
強
風
は
「
や
ま
と
人
」
の
生
活
実
感
と
し
て
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る　
上
代
に
お
い
て
は
龍
田
は
ヤ
マ
ト
防
備
の
狭
隘
な
西
の
関
山
で
あ
り
、
摂
河
泉
と
の
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
。
日
本
書
紀
に
は
天
武
八
年(
六
八
〇)
十
一
月
条
に
龍
田
山
に
関
を
置
く
こ
と
、
お
よ
び
同
四
年
四
月
十
日
に
風
の
神
を
龍
田
の
立
野
に
祀
る
こ
と
を
記
す
（
２
）
。
推
古
紀
二
十
一
年
条
の
聖
徳
太
子
の
「
片
岡
山
」
も
、
万
葉
集
で
は
竹
原
井
の
行
途
の
龍
田
山
の
話
と
伝
え
る
（
巻
三
・
四
一
五
題
）。
　
万
葉
集
の
龍
田
山
は
、
大
和
と
河
内
・
難
波
を
分
か
つ
境
界
で
あ
っ
た
。
少
々
煩
雑
な
が
ら
こ
こ
に
例
示
す
る
。
ま
ず
上
の
よ
う
な
序
詞
の
例
は
、早
く
和
銅
五
年
（
七
一
二
）
の
長
田
王
の
「
海わた
の
底
沖
つ
白
浪
立
田
山
」
に
先
蹤
が
あ
る
（
巻
一
・
八
三
）。
平
城
京
か
ら
「
龍
田
越
え
三
津
の
浜
辺
に
潔み
そ
ぎ身
し
に
行
く
」
と
言
う
ほ
ど
の
距
離
感
で
あ
る
（
巻
四
・
六
二
六
「
一
尾
云
」）。
難
波
往
反
の
境
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
天
平
二
年
（
七
三
〇
）
大
宰
府
に
お
け
る
山
上
憶
良
の
「
龍
田
山
み
馬
近
づ
か
ば
」（
巻
五
・
八
七
七
）
や
、
同
四
年
の
高
橋
虫
麻
呂
の
〔
藤
原
宇
合
を
送
り
迎
え
る
地
点
と
し
て
の
〕「
白
雲
の
龍
田
の
山
」・「
龍
田
道
の
岡
辺
の
路
」（
巻
六
・
九
七
一
）
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
虫
麻
呂
は
殊
に
在
地
の
題
材
に
固
着
し
た
歌
人
で
あ
る
。
難
波
に
下
る
時
に
龍
田
山
の
小を
ぐ
ら桉
の
嶺
の
桜
を
見
て
、
河
内
大
橋
や
莵
原
、
真
間
、
筑
波
な
ど
に
お
け
る
と
同
様
、「
龍
田
彦
ゆ
め
こ
の
花
を
風
に
な
散
ら
し
」
と
歌
う
（
巻
九
・
一
七
四
七
～
一
七
五
〇
）。
花
に
風
を
嫌
う
の
は
通
例
な
が
ら
、
翌
日
の
復
路
の
歌
で
も
「
山
下
ろ
し
の
風
な
吹
き
そ
と 
う
ち
越
え
て
名
に
負
へ
る
杜
に
風
祭
り
せ
な
」
と
ま
で
言
挙
げ
す
る
。「
い
行
き
逢
ひ
の
坂
の
ふ
も
と
」
に
風
の
神
を
祀
る
故
で
あ
る
（
一
七
五
一
・
一
七
五
二
）。
龍
田
越
え
の
ル
ー
ト
は
、
島
山
を
　
い
行
き
廻
れ
る
　
川
沿
ひ
の
　
岡
辺
の
道
ゆ
　
昨
日
こ
そ
　
我
が
越
え
来
し
か
　
一
夜
の
み
　
寝
た
り
し
か
ら
に
　
峰
の
上
の
　
桜
の
花
は
　
滝
の
瀬
ゆ
　
散
ら
ひ
て
流
る
　
…
…
　（
一
七
五
一
）
と
言
う
よ
う
に
、
峠
道
や
亀
の
瀬
の
難
所
を
通
行
し
た
。
天
平
勝
宝
七
年
（
七
五
五
）
大
伴
家
持
も
桜
を
見
つ
つ
往
還
し
た
（
巻
二
十
・
四
三
九
五
）。
難
波
か
ら
は
龍
田
山
峡
が
望
見
さ
れ
る
（
巻
七
・
一
一
八
一
、
巻
十
五
・
三
七
二
二
）。
天
平
十
八
年
（
七
四
六
）
以
前
に
平
群
氏
女
郎
が
家
持
に
贈
っ
た
「
君
に
よ
り
わ
が
名
は
す
で
に
龍
田
山
」（
巻
十
七
・
三
九
三
一
）
の
場
合
も
激
し
い
恋
の
名
の
タ
ツ
〔4〕
は
単
な
る
序
詞
で
な
く
、
本
貫
の
平
群
の
親
し
い
山
の
名
で
あ
る
故
の
用
語
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
、
平
安
和
歌
へ
接
続
す
る
「
黄
葉
」
の
歌
が
あ
る
（
巻
十
・
二
一
九
四
、
二
二
一
一
、
二
二
一
四
、
二
二
九
四
）。
ま
た
山
道
を
独
り
行
く
人
を
案
じ
る
例
と
し
て
唯
一
、
大
伯
皇
女
の
弟
大
津
を
思
っ
た
「
い
か
に
か
君
が
ひ
と
り
越
ゆ
ら
む
」
が
あ
る
（
巻
二
・
一
〇
六
）。
　
龍
田
の
山
越
え
に
も
ま
し
て
、海
辺
で
は
「
風
吹
け
ば
沖
つ
白
浪
恐かし
こみ
と
」
侍
さ
も
ら
ひ
を
る
の
が
常
で
あ
っ
た
（
巻
十
五
・
三
六
七
三
、巻
六
・
九
四
五
）。「
風
吹
け
ば
沖
つ
白
浪
」
は
直
ち
に
行
路
の
危
険
を
意
味
す
る
。
難
波
の
海
の
白
浪
は
高
所
か
ら
夜
目
に
も
著しる
く
見
え
る
。
筒
井
筒
の
「
風
吹
け
ば
…
」
の
歌
は
、即
ち
龍
田
山
の
風
の
恐
ろ
し
さ
を
知
る
女
の
真
情
で
あ
る
。
そ
れ
で
な
け
れ
ば
（
た
だ
の
序
歌
で
あ
っ
た
な
ら
）、
さ
す
が
に
男
を
「
限
り
な
く
か
な
し
」
と
思
わ
せ
、「
河
内
へ
も
行
か
ず
な
り
に
け
り
」
に
至
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
　
龍
田
越
え
は
平
城
京
と
河
内
方
面
を
往
還
す
る
第
一
の
行
幸
路
で
あ
っ
た
。
続
日
本
紀
の
五
代
の
天
皇
四
人
の
、
経
路
が
ほ
ぼ
確
実
な
行
幸
は
左
の
延
べ
十
一
度
で
あ
る
。（
＊
は
太
上
天
皇
）
元
正
天
皇
　 
養
老
元
年
（
七
一
七
）
二
月
「
竹
原
井
頓
宮
」、
＊
天
平
十
六
年
（
七
四
四
）
七
月
「
難
波
宮
」、
＊
同
年
十
月
「
竹
原
井
頓
宮
」「
難
波
宮
」
聖
武
天
皇
　
天
平
六
年
（
七
三
四
）
三
月
「
竹
原
井
頓
宮
」、
同
十
六
年
閏
正
月
「
桜
井
頓
宮
」
孝
謙
天
皇
　
天
平
勝
宝
元
年
（
七
四
九
）
十
月
「
河
内
国
智
識
寺
」、
同
八
歳
二
月
「
智
識
寺
南
行
宮
」
称
徳
天
皇
　 
天
平
神
護
元
年
（
七
六
五
）
十
月
「
弓
削
行
宮
」、
神
護
景
雲
三
年
（
七
六
九
）
十
月
「
飽
浪
宮
」「
由
義
宮
」、
同
四
年
二
月
「
由
義
宮
」
光
仁
天
皇
　
宝
亀
二
年
（
七
七
一
）
二
月
「
難
波
宮
」「
龍
田
道
」「
竹
原
井
行
宮
」
（
３
）　
〔5〕
北島葭江『萬葉集大和地誌』所載の「第七図」部分、一九五六年刊。
〔6〕
　
「
風
吹
け
ば
…
」
の
歌
は
古
今
和
歌
集
に
「
題
知
ら
ず
　
よ
み
人
知
ら
ず
」
と
し
て
収
め
る
（
雑
歌
下
・
九
九
四
）。
そ
の
左
注
に
は
、
或
る
人
、「
こ
の
歌
は
、
昔
、
大
和
の
国
な
り
け
る
人
の
女
む
す
め
に
、
あ
る
人
住
み
わ
た
り
け
り
。
こ
の
女
、
親
も
な
く
な
り
て
、
家
も
わ
ろ
く
な
り
ゆ
く
間
に
、
こ
の
男
、
河
内
の
国
に
人
を
あ
ひ
知
り
て
通
ひ
つ
つ
、
離か
れ
や
う
に
の
み
な
り
ゆ
き
け
り
。
さ
り
け
れ
ど
も
、
つ
ら
げ
な
る
気
色
も
見
え
で
、
河
内
へ
行
く
ご
と
に
、
男
の
心
の
ご
と
く
に
し
つ
つ
出
だ
し
や
り
け
れ
ば
、
あ
や
し
と
思
ひ
て
、
も
し
な
き
間ま
に
異
心
も
や
あ
る
と
疑
ひ
て
、
月
の
お
も
し
ろ
か
り
け
る
夜
、
河
内
へ
行
く
ま
ね
に
て
、
前
栽
の
中
に
隠
れ
て
見
け
れ
ば
、
夜
更
く
る
ま
で
琴
を
か
き
鳴
ら
し
つ
つ
う
ち
嘆
き
て
、
こ
の
歌
を
よ
み
て
寝
に
け
れ
ば
、
こ
れ
を
聞
き
て
、
そ
れ
よ
り
ま
た
ほ
か
へ
も
ま
か
ら
ず
な
り
に
け
り
」
と
な
む
言
ひ
伝
へ
た
る
。
と
あ
り
、伊
勢
物
語
と
は
少
異
が
あ
る
。
不
審
の
一
つ
は
傍
線
部
「
月
の
お
も
し
ろ
か
り
け
る
夜
」
が
明
る
く
て
、「
前
栽
の
中
に
隠
れ
て
」
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
か
、
し
か
も
夜
半
の
風
と
背
反
し
な
い
か
。「
或
る
人
」
に
よ
る
要
ら
ぬ
付
加
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
二
つ
は
、
女
が
琴
を
か
き
鳴
ら
し
て
う
ち
嘆
く
。
雅
趣
を
添
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
化
粧
に
代
わ
る
神
降
ろ
し
の
わ
ざ
で
も
あ
ろ
う
か
。
話
の
結
び
は
男
の
動
揺
を
言
う
の
で
も
な
く
、
歌
徳
に
注
意
す
る
程
度
で
あ
る
。
　
ま
た
大
和
物
語
の
第
百
四
十
九
段
は
、
伊
勢
物
語
や
古
今
集
左
注
を
よ
り
品
下
れ
る
説
話
に
改
め
る
。
大
和
の
葛
城
の
郡
に
「
年
頃
思
ひ
交
は
し
て
住
む
」
男
女
で
あ
る
。
女
は
美
し
く
、
新
し
い
女
は
富
裕
で
あ
る
。
河
内
の
高
安
の
地
名
は
な
い
。
該
当
の
一
節
は
、
男
が
前
栽
の
中
に
隠
れ
て
、
他
の
男
や
来
る
と
窺
う
と
こ
ろ
で
、
女
が
、
端
に
出
で
ゐ
て
、
月
の
い
と
い
み
じ
う
お
も
し
ろ
き
に
、
頭
か
し
ら
か
い
梳けづ
り
な
ど
し
て
を
り
。
夜
更
く
る
ま
で
寝
ず
、
い
と
い
た
う
う
ち
嘆
き
て
な
が
め
け
れ
ば
、
人
待
つ
な
め
り
と
見
る
に
、
「
風
吹
け
ば
…
」
の
歌
を
「
使
ふ
人
の
前
な
り
け
る
」
に
向
か
っ
て
詠
ん
だ
、
と
あ
る
。
以
下
さ
ら
に
金
椀
の
湯
の
作
為
が
加
わ
る
。
疑
問
は
女
が
髪
を
梳
る
程
度
で
、
化
粧
も
身
づ
く
ろ
い
も
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。「
人
待
つ
な
め
り
」
と
矛
盾
し
、
夫
を
思
う
歌
の
心
情
と
も
そ
ぐ
わ
な
い
。
生
活
が
不
如
意
な
ら
ば
使
用
人
は
い
な
い
の
が
よ
い
。
語
り
手
の
興
味
が
女
の
嘆
き
と
嫉
妬
心
の
ほ
う
に
移
り
、
歌
徳
〔7〕
の
説
話
か
ら
も
逸
脱
し
て
い
る
。
ま
た
今
の
女
の
家
は
「
龍
田
山
越
え
て
行
く
道
」
に
あ
り
と
言
う
が
、
葛
城
郡
か
ら
は
∽
字
形
の
迂
路
に
な
り
、
か
え
っ
て
危
険
で
は
な
い
か
（
和
名
抄
の
葛
下
郡
、
葛
上
郡
。
現
在
の
奈
良
県
北
葛
城
郡
、
葛
城
市
、
御
所
市
）。
　
な
お
伊
勢
物
語
は
先
の
一
節
に
続
け
て
、
男
が
高
安
の
女
に
幻
滅
し
て
通
わ
ず
、
女
が
「
君
か
あ
た
り
見
つ
つ
を
を
ら
む
生
駒
山
雲
な
隠
し
そ
雨
は
降
る
と
も
」
な
ど
と
詠
ん
だ
云
々
、
と
付
加
す
る
。
姿
を
見
せ
て
ほ
し
い
と
願
う
心
は
歌
で
伝
わ
る
が
、
優
柔
な
男
を
引
き
戻
す
力
は
持
た
な
い
。
万
葉
集
の
原
歌
に
は
「
見
つ
つ
も
を
ら
む
」「
雲
な
蒙
た
な
び
き
」
と
あ
る
（
巻
十
二
・
三
〇
三
二
）。
生
駒
山
の
高
嶺
は
雲
が
か
か
り
や
す
く
（
巻
二
十
・
四
三
八
〇
）、
恋
の
た
め
に
山
越
え
す
る
男
の
歌
も
あ
る
（
巻
十
・
二
二
〇
一
、
巻
十
五
・
三
五
八
九
、三
五
九
〇
）。
高
安
郡
は
生
駒
山
地
の
高
安
山
（
標
高
四
八
八
ｍ
）
信
貴
山
（
四
三
七
ｍ
）
の
西
ふ
も
と
。
北
方
の
主
峰
・
生
駒
山
（
六
四
二
ｍ
）
は
龍
田
山
と
反
対
の
方
角
に
な
り
整
合
し
な
い
。
仮
説
・
筒
井
筒
の
候
補
地
　
筒
井
筒
の
話
は
大
和
盆
地
の
ど
の
あ
た
り
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
物
語
と
歴
史
は
も
と
よ
り
別
の
次
元
に
あ
る
が
、
読
解
の
た
め
の
仮
説
が
無
益
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
は
、
た
け
く
ら
べ
の
筒
井
と
、
夫
婦
に
な
っ
て
住
ん
だ
家
と
が
同
じ
土
地
で
あ
っ
た
と
仮
定
し
よ
う
。「
ゐ
な
か
わ
た
ら
ひ
」
は
商
人
と
も
地
方
官
と
も
解
さ
れ
る
が
、親
亡
き
あ
と
は
「
家
も
わ
ろ
く
」
な
っ
た
と
言
う
か
ら
、
相
応
の
財
の
あ
る
一
族
で
あ
っ
た
の
か
。
共
用
の
井
戸
の
存
在
か
ら
す
る
と
、
そ
の
探
索
の
手
掛
か
り
と
し
て
は
、
　
⑴
　
国
府
、
郡
家
・
駅
家
、
寺
社
な
ど
の
公
的
施
設
の
所
在
地
。
　
⑵
　
郡
郷
里
、
遺
存
地
名
、
地
勢
、
水
利
な
ど
に
適
合
す
る
土
地
。
　
⑶
　
龍
田
山
・
高
安
郡
と
の
有
縁
、
諸
氏
の
本
貫
、
生
活
圏
、
交
通
路
の
利
便
。
等
の
諸
点
が
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
物
語
と
直
接
に
結
び
つ
く
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
　
試
み
に
⑴
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
古
代
の
大
和
国
府
は
和
名
抄
に
「
在
高
市
郡
」
と
あ
り
、
盆
地
の
最
南
辺
で
あ
る
。
平
安
京
時
代
に
〔8〕
は
北
部
の
添
下
郡
に
移
転
し
た
と
さ
れ
る
が
（
藤
岡
謙
二
郎
『
国
府
』
一
九
六
九
年
）、
文
献
上
は
確
認
で
き
な
い
。
　
「
筒
井
筒
」
の
語
か
ら
思
い
当
た
る
地
名
は
添
下
郡
の
筒
井
で
あ
る
。
盆
地
の
北
中
部
、
平
城
京
の
西
南
、
河
内
・
難
波
に
向
か
う
要
路
に
あ
る
（
現
在
、
大
和
郡
山
市
筒
井
）。
今
国
府
の
集
落
の
東
に
接
し
、
十
四
世
紀
に
筒
井
氏
が
居
城
を
築
い
た
。
筒
井
筒
の
舞
台
は
こ
の
あ
た
り
か
と
、
今
ま
で
わ
た
し
は
漠
然
と
観
念
し
て
い
た
。
龍
田
山
の
山
塊
も
や
や
遠
景
な
が
ら
視
認
が
で
き
る
。
謡
曲
「
井
筒
」
は
世
阿
弥
の
作
で
あ
る
が
、
観
阿
弥
の
結
崎
座
が
筒
井
か
ら
そ
う
遠
く
な
い
こ
と
も
与
っ
た(
前
掲
地
図
の
北
東
部
、
筒
井
の
南
、
川
西
村
結
崎
。
現
、
磯
城
郡
川
西
町)
。
謡
曲
が
盆
地
東
辺
の
在
原
寺
を
用
い
た
の
は
創
作
の
便
宜
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
（
廃
寺
、
天
理
市
櫟
本
）。
　
早
く
寛
平
三
年
（
八
九
一
）
に
、
藤
原
継
蔭
が
大
和
守
に
着
任
し
た
。
同
じ
年
に
か
、
若
い
伊
勢
は
「
三
輪
の
山
い
か
に
待
ち
見
む
年
経
と
も
訪
ぬ
る
人
も
あ
ら
じ
と
思
へ
ば
」
と
詠
ん
で
、
父
の
も
と
に
赴
い
た
。
三
月
ほ
ど
過
ご
し
た
間
に
龍
門
寺
に
詣
で
て
滝
を
見
物
し
た
（
吉
野
町
山
口
）。
雪
に
な
り
、
帰
路
吉
野
の
越
部
に
宿
り
し
た
と
あ
る
（
伊
勢
集
。
古
今
集
恋
歌
五
・
七
八
〇
、
雑
歌
上
・
九
二
六
）。
一
泊
を
要
し
た
と
な
れ
ば
、国
府
は
高
市
郡
で
は
な
く
、添
下
郡
に
あ
っ
た
可
能
性
も
高
く
な
る
。三
輪
山
を
望
見
し
得
る
距
離
で
も
あ
る
。
　
郡
家
・
駅
家
の
遺
跡
は
未
詳
。
た
だ
「
平
群
駅
」
の
名
が
日
本
霊
異
記
に
見
え
る
の
み
（
中
巻
十
七
）。
斑
鳩
の
岡
本
尼
寺
（
法
起
寺
）
か
ら
盗
ま
れ
た
観
音
銅
像
が
池
に
投
棄
さ
れ
、
鷺
に
化
し
た
と
い
う
説
話
で
あ
る
。
和
名
抄
の
平
群
郷
の
う
ち
か
。
ま
た
東
大
寺
要
録
巻
四
所
引
の
鑑
真
伝
に
見
え
る
「
平
凉
駅
」
は
平
群
駅
か
と
言
う
が
、
未
詳
（
４
）
。
　
三
井
寺
（
法
輪
寺
）
は
そ
の
名
の
と
お
り
、
上
代
の
古
井
戸
一
基
が
旧
境
内
に
遺
存
す
る
（
国
史
跡
）。
寺
井
の
遺
跡
は
稀
少
で
、
こ
れ
は
特
殊
な
構
造
で
あ
る
が
、
実
測
に
よ
る
と
、「
深
さ
約
四
・
二
五
メ
ー
ト
ル
、
口
径
約
九
一
セ
ン
チ
、
中
膨
れ
の
筒
状
」
で
あ
る
。「
底
部
に
四
個
の
石
を
組
み
合
わ
せ
、
内
外
の
間
隙
か
ら
水
を
湧
出
す
る
よ
う
に
し
」、
貯
水
を
す
る
。
側
壁
は
石
を
積
み
磚
を
重
ね
る
（
５
）
。
い
わ
ゆ
る
「
筒
井
」
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
　
な
お
盆
地
南
辺
の
藤
原
宮
は
、
井
泉
の
あ
る
故
に
造
ら
れ
た
宮
都
で
あ
る
。
万
葉
集
の
御
井
歌
に
、
北
は
大
和
三
山
の
間
、
南
は
吉
野
〔9〕
山
を
望
む
「
藤
井
が
原
」
に
、「
高
知
る
や
　
天
の
御
影
　
天
知
る
や
　
日
の
御
影
の
　
水
こ
そ
は
　
常
に
あ
ら
め
　
御
井
の
清
水
」
と
讃
え
る
（
巻
一
・
五
二
）。
発
掘
調
査
に
よ
る
と
京
域
内
に
は
井
戸
の
遺
跡
が
散
在
す
る
（
６
）
。
　
⑵
⑶
の
仮
説
で
あ
る
。
大
和
盆
地
の
な
か
で
、
伊
勢
物
語
と
最
も
関
わ
り
の
あ
る
地
域
は
平
城
京
の
周
辺
で
あ
る
。
長
岡
京
、
平
安
京
へ
遷
都
し
た
後
も
、
業
平
未
生
の
弘
仁
年
間
（
八
一
○
～
八
二
四
）
ま
で
は
旧
都
の
遺
風
を
留
め
て
い
た
。
初
段
に
言
う
「
領
る
よ
し
」
は
阿
保
親
王
の
伝
領
地
を
言
っ
た
も
の
か
、
承
和
十
四
年
に
業
平
が
寺
と
し
た
と
の
伝
が
あ
る
（
八
四
七
年
。
今
の
奈
良
市
法
蓮
の
不
退
寺
付
近
）。
　
業
平
自
身
は
成
年
の
頃
か
ら
有
常
ら
紀
氏
一
族
に
親
近
し
た
（
第
十
六
段
）。
仮
に
初
段
の
「
春
日
の
里
」
の
姉
妹
の
面
影
を
、
有
常
の
娘
た
ち
の
そ
れ
に
重
ね
て
み
よ
う
（
７
）
。「
思
ほ
え
ず
」
あ
り
そ
う
な
話
で
あ
る
し
（
源
氏
物
語
・
橋
姫
の
垣
間
見
な
ど
）、
昔
男
の
話
が
業
平
伝
と
同
じ
で
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。
し
か
し
「
い
と
な
ま
め
い
た
る
」「
い
と
は
し
た
な
く
て
」
と
言
い
、「
春
日
野
の
若
紫
」
に
喩
え
ら
れ
る
美
し
い
姉
妹
で
あ
る
。
後
年
に
は
第
四
十
一
段
の
「
女
は
ら
か
ら
」
の
よ
う
な
悲
哀
も
経
験
し
た
か
も
し
れ
な
い
（「
紫
」「
野
」
が
共
通
す
る
。
古
今
集
雑
歌
上
・
八
六
八
）。
こ
と
さ
ら
に
物
語
化
す
る
な
ら
ば
、
父
親
は
有
常
の
よ
う
な
清
貧
居
士
然
で
あ
る
の
が
一
層
似
つ
か
わ
し
い
（
源
氏
物
語
の
宇
治
八
宮
も
然
り
）。
事
実
、
娘
た
ち
の
姻
戚
で
あ
る
故
に
業
平
や
敏
行
ら
は
惟
喬
親
王
へ
の
勤
仕
に
終
生
努
め
た
の
で
あ
る
。
業
平
の
初
冠
を
承
和
七
年
（
八
四
〇
）
十
六
歳
の
頃
と
す
れ
ば
、
有
常
は
二
十
六
歳
で
あ
り
、「
い
と
な
ま
め
い
た
る
」
姉
妹
の
父
だ
っ
た
と
し
て
、
年
齢
的
に
齟
齬
は
な
い
。
以
後
、
同
十
一
年
に
惟
喬
親
王
が
生
ま
れ
て
、
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
惟
仁
親
王
（
清
和
）
が
太
子
に
立
つ
ま
で
が
、
有
常
ら
紀
氏
に
と
っ
て
し
ば
し
幸
せ
な
時
代
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
　
奈
良
時
代
の
春
日
野
は
大
宮
人
の
遊
楽
と
野
遊
の
野
山
で
あ
っ
た
。
万
葉
集
の
例
歌
は
巻
六
・
九
四
九
左
注
や
、
巻
十
・
一
八
八
〇
、
一
九
七
四
な
ど
三
十
数
首
を
数
え
る
。「
春
日
の
里
」
に
は
大
伴
氏
ら
の
住
宅
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
園
梅
を
詠
ん
だ
歌
が
見
え
る
（
巻
八
・
一
四
三
四
、
一
四
三
七
、
一
四
三
八
）。
坂
上
郎
女
も
こ
こ
「
元
興
寺
の
里
」「
平
城
の
明
日
〔10〕
香
」
に
親
し
ん
だ
（
巻
六
・
九
九
二
）。
と
く
に
紀
女
郎
に
は
梅
の
歌
も
あ
り
、
家
持
と
の
恋
の
贈
答
歌
で
知
ら
れ
る
（
巻
八
・
一
六
四
八
、一
六
六
一
、一
四
六
〇
・
一
四
六
一
、巻
四
・
七
七
六
ほ
か
）。
名
を
小
鹿
と
言
い
、安
貴
王（
志
貴
皇
子
の
孫
）の
妻
で
あ
っ
た（
巻
四
・
六
四
三
～
六
四
五
題
注
）。
父
の
紀
鹿
人
も
大
伴
氏
と
交
渉
が
あ
っ
た
が
（
巻
八
・
一
五
四
九
）、
系
譜
が
明
ら
か
で
な
い
。
　
和
名
抄
の
「
春
日
郷
」
は
今
の
奈
良
市
奈
良
町
。
元
興
寺
の
南
に
接
し
て
「
紀
寺
」
の
地
名
が
遺
り
、
飛
鳥
か
ら
移
さ
れ
た
氏
寺
の
跡
と
す
る
。
大
日
本
地
名
辞
書
に
平
城
坊
目
考
を
引
き
、
璉
城
寺
の
縁
起
に
紀
寺
は
紀
有
常
が
再
興
し
た
と
あ
る
と
言
う
（
８
）
。
　
紀
朝
臣
は
新
撰
姓
氏
録
右
京
皇
別
に
、
平
群
朝
臣
ら
と
並
ん
で
「
石
川
朝
臣
同
氏
」
と
あ
り
、
本
貫
は
同
じ
大
和
国
平
群
郡
と
す
る
。
式
内
社
の
平
群
坐
紀
氏
神
社
に
祖
神
を
祀
る（
生
駒
郡
平
群
町
上
庄
）。平
安
初
期
ま
で
は
紀
氏
一
族
ら
に
よ
る
祭
祀
が
お
こ
な
わ
れ
た（
類
聚
国
史
な
ど
）。
ま
た
平
群
氏
の
平
群
神
社
が
同
じ
平
群
谷
の
南
口
に
あ
る(
式
内
社
、
同
町
西
宮)
。
上
の
平
群
氏
女
郎
や
、
天
平
五
年
次
の
遣
唐
判
官
・
平
群
朝
臣
広
成
ら
の
本
貫
で
あ
る
が
、
系
譜
や
祭
祀
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
。
　
平
群
谷
に
は
「
三
ツ
井
戸
」
と
呼
ば
れ
る
井
泉
が
あ
っ
た
（
椿
井
・
若
井
・
岩
井
〔
弘
法
井
〕、
旧
村
名
）。
ま
た
福
貴
畑
の
集
落
か
ら
十
三
峠
を
越
え
て
河
内
国
高
安
郡
に
至
る
山
道
が
あ
り
、
十
三
街
道
と
も
業
平
道
と
も
呼
ば
れ
た
。
中
近
世
の
商
業
道
路
と
さ
れ
る
（
９
）
。
龍
田
山
を
Ｕ
字
形
に
迂
回
す
る
よ
り
も
難
波
に
直
行
す
る
が
、
こ
れ
を
「
龍
田
越
え
」
と
言
う
こ
と
は
出
来
な
い
。
　
「
や
ま
と
人
」
と
高
安
郡
と
の
関
係
は
何
に
よ
る
も
の
か
、
明
ら
か
で
な
い
。
参
考
ま
で
に
一
言
す
る
な
ら
ば
、
上
代
の
高
安
山
は
烽
と
城
の
軍
備
の
拠
点
と
し
て
知
ら
れ
た
。
四
ヵ
郷
の
小
さ
な
郡
域
な
が
ら
、
難
波
方
面
を
一
望
す
る
緩
い
傾
斜
地
で
あ
る
。
三
代
実
録
に
は
高
安
郡
と
地
縁
の
あ
る
官
人
が
見
え
（
貞
観
・
元
慶
年
間
）、
知
名
度
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
次
い
で
延
喜
年
間
（
九
〇
一
～
九
二
三
）
に
な
る
と
、
か
の
信
貴
山
寺
の
縁
起
に
ま
つ
わ
る
修
行
僧
の
験
力
譚
が
京
ま
で
喧
伝
さ
れ
る
。
―
―
今
昔
物
語
集
巻
十
一
・
三
十
六
に
よ
れ
ば
、
瑞
雲
の
信
貴
山
に
登
っ
た
明
練
が
多
門
天
（
毘
沙
門
天
）
の
石
櫃
を
発
見
し
、
庵
を
結
び
修
行
し
、「
大
和
河
内
の
両
国
」
の
人
々
が
お
の
ず
と
御
堂
完
成
に
力
め
た
と
あ
り
、
飛
鉢
・
飛
瓶
の
奇
跡
の
こ
と
を
記
す
。
続
く
説
話
集
で
は
山
は
河
内
国
側
に
あ
る
如
く
、
倉
ぬ
し
の
家
も
「
山
里
」「
こ
の
山
の
ふ
も
と
」
に
あ
る
と
す
る
（
古
本
説
話
集
六
十
五
、
宇
治
拾
遺
物
語
第
一
〇
一
）。
そ
し
て
十
二
世
紀
〔11〕
後
半
の
作
と
さ
れ
る
縁
起
絵
巻
に
は
、上
巻
に
命
み
よ
う
れ
ん
蓮
の
飛
鉢
が
山
崎
長
者
の
米
倉
を
載
せ
て
空
飛
ぶ
さ
ま
を
描
き
、中
巻
に
延
喜
の
帝
（
醍
醐
天
皇
）
の
病
悩
を
命
蓮
が
居
な
が
ら
に
加
持
祈
禱
し
て
治
し
た
こ
と
を
語
る
。
事
実
、
聖
の
入
山
修
行
の
始
め
は
寛
平
年
間
（
八
八
九
～
八
九
八
）
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
（
信
貴
山
寺
資
財
宝
物
帳
）。
筒
井
筒
の
話
は
こ
れ
ら
の
説
話
よ
り
も
古
い
で
あ
ろ
う
が
、
京
で
は
高
安
郡
は
信
貴
山
の
登
り
口
と
観
念
さ
れ
た
。
以
て
伊
勢
物
語
成
立
前
の
高
安
地
域
の
諸
環
境
を
知
る
便
り
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
　
以
上
、
心
許
な
い
観
察
で
要
領
を
得
な
い
が
、
添
下
郡
と
平
群
郡
は
平
城
京
と
龍
田
・
河
内
を
結
ぶ
主
要
路
に
あ
た
り
、
筒
井
筒
の
話
の
候
補
地
と
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
る
。
人
の
往
来
が
激
し
く
、
話
題
源
に
は
紀
氏
や
平
群
氏
ら
の
文
芸
的
な
関
与
な
ど
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
物
語
の
自
然
な
設
定
と
し
て
は
、
龍
田
山
は
遠
か
ら
ず
近
か
ら
ず
、
あ
た
か
も
高
安
郡
と
の
中
間
点
に
な
る
ご
と
く
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
し
て
み
る
と
歌
の
「
夜
半
に
や
」
を
文
字
ど
お
り
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
注
（
１
）「
龍
田
川
」
の
他
の
九
首
は
、
秋
歌
下
・
二
八
三
、二
八
四
、二
九
三
、三
〇
〇
、三
〇
二
、（
三
一
〇
詞
書
）、
三
一
一
と
、
冬
歌
・
三
一
四
、
恋
歌
三
・
六
二
九
。
一
方
「
龍
田
の
山
」
は
、「
風
吹
け
ば
…
」（
雑
歌
下
・
九
九
四
）
の
他
に
三
例
が
あ
る
（
春
歌
下
・
一
〇
八
、
雑
歌
下
・
九
九
五
、
雑
躰
・
一
〇
〇
二
）。
歌
枕
の
龍
田
川
は
現
在
の
平
群
川
・
竜
田
川
（
平
群
町
・
斑
鳩
町
）
で
は
な
く
、
龍
田
山
裾
の
大
和
川
本
流
を
さ
す
と
さ
れ
る
（
三
郷
町
立
野
）。
能
因
法
師
の
「
三
室
の
山
」「
龍
田
の
川
」（
後
拾
遺
和
歌
集
秋
歌
下
・
三
六
八
）
も
然
り
、
歌
合
の
題
詠
な
が
ら
、
歌
枕
に
執
し
た
歌
人
ら
し
く
、
故
あ
る
「
嵐
吹
く
」
を
前
置
し
た
と
見
る
べ
き
歌
で
あ
る
。
（
２
） 
関
の
設
置
は
壬
申
年
の
軍
備
を
踏
ま
え
た
も
の
か
。
現
在
、奈
良
県
三
郷
町
立
野
に
関
の
地
蔵
堂
が
あ
る
が
、そ
の
付
近
か
。
天
武
紀
元
年
七
月
条
に
、
龍
田
、
大
坂
（
穴
虫
越
え
）、
石
手
道
（
竹
ノ
内
街
道
か
）
に
三
軍
を
配
備
し
た
記
事
が
あ
る
。
龍
田
の
坂
本
臣
財
ら
の
軍
は
、
高
安
城
ま
で
迫
っ
た
近
江
軍
と
河
内
で
交
戦
し
た
が
、
あ
と
懼
か
し
こ
の
さ
か
坂
に
一
時
退
避
し
た
と
あ
る
。
ま
た
履
中
即
位
前
紀
に
よ
れ
ば
、
大
和
川
北
岸
の
龍
田
越
え
は
、
主
要
路
の
大
坂
や
当
麻
径
（
竹
ノ
内
峠
）
を
避
け
る
た
め
の
間
道
（
隠
れ
道
、
抜
け
道
）
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
神
武
即
位
前
紀
戊
午
年
四
月
条
に
も
見
え
、「
そ
の
路
狭
く
嶮
し
く
、
人
並
み
行
く
こ
と
得
ず
」
と
あ
る
。〔
私
云
、「
懼
」
は
龍
田
の
神
の
御
座
所
を
懼
む
意
か
、
ま
た
は
恐
懼
す
べ
き
難
所
の
謂
い
か
〕 
龍
田
山
は
特
定
の
山
の
名
で
は
な
く
、
信
貴
山
南
面
の
山
地
の
総
称
。
大
和
川
の
亀
の
瀬
付
近
の
急
斜
面
は
有
名
な
地
す
〔12〕
べ
り
地
域
で
も
あ
る
。
現
在
、
上
の
地
蔵
堂
の
西
の
「
峠
」
か
ら
、
急
崖
の
岨
道
を
歩
い
て
Ｊ
Ｒ
河
内
堅
上
駅
に
至
る
細
道
が
あ
る
。「
峠
」
は
大
阪
府
柏
原
市
東
端
の
大
字
名
で
、
標
高
四
〇
ｍ
。
峠
八
幡
神
社
、
地
す
べ
り
歴
史
資
料
室
が
あ
る
。
一
方
、
龍
田
の
風
神
（
天
御
柱
神
）
の
祭
祀
は
、
広
瀬
の
大
忌
神
（
河
水
の
神
）
と
と
も
に
、
そ
の
後
天
武
五
年
四
月
四
日
、
同
年
七
月
十
六
日
、
六
年
七
月
三
日
に
も
行
わ
れ
た
。
現
在
の
龍
田
神
社
本
宮
。
（
３
）
竹
原
井
は
行
幸
路
の
中
宿
り
の
仮
宮
と
さ
れ
、
大
和
川
南
岸
の
国
界
に
近
い
谷
間
に
あ
る
（
柏
原
市
青
谷
）。
距
離
的
に
も
ほ
ぼ
中
間
点
で
あ
る
。
桜
井
頓
宮
は
和
名
抄
の
河
内
郡
桜
井
郷
か
と
い
う
（
東
大
阪
市
）。
智
識
寺
、
弓
削
・
由
義
は
、
宝
亀
元
年
正
月
十
二
日
条
に
言
う
大
県
・
若
江
・
高
安
郡
の
う
ち
（
柏
原
市
、
八
尾
市
）。
飽
浪
宮
は
聖
徳
太
子
の
飽
波
葦
墻
宮
の
地
か
。
和
名
抄
に
平
群
郡
飽
波
郷
が
あ
る
。
神
護
景
雲
元
年
四
月
の
行
幸
時
は
法
隆
寺
東
方
の
こ
の
離
宮
に
留
ま
っ
た
（
生
駒
郡
安
堵
町
）。
参
考
文
献
、
山
本
博
『
竜
田
越
』
一
九
七
一
年
。
　
柏
原
市
教
育
委
員
会
『
大
県
の
鉄
』
一
九
九
六
年
。
（
４
）
私
案
、「
凉
」
は
「
椋
」
の
誤
り
か
。「
椋
」
の
訓
ク
ラ
を
「
群
」
ク
リ
・
ク
ル
に
当
て
た
も
の
か
。
左
に
東
大
寺
要
録
の
原
文
（
鑑
真
入
京
）
を
抄
出
す
る
。
勅
使
が
こ
の
駅
ま
で
出
迎
え
に
来
た
の
で
あ
る
。
大
和
尚
伝
云
。
勝
宝
六
載
甲
午
。
二
月
一
日
至
難
波
駅
国
師
郷
。
…
三
日
至
河
内
国
守
藤
原
魚
名
庁
。
…
明
発
取
大
和
国
平
凉
駅
宿
。
在
道
勅
使
催
令
入
京
至
平
凉
駅
。
略
歇
息
少
時
入
京
。
（
５
）
小
島
俊
次
『
奈
良
県
の
考
古
学
』
一
九
六
五
年
。
同
書
の
「
井
戸
」
の
解
説
を
左
に
摘
記
す
る
。
　
　 
奈
良
県
下
の
上
代
の
井
戸
遺
跡
は
約
四
〇
個
以
上
あ
る
。「
橿
原
遺
跡
」
の
井
戸
群
は
地
上
部
を
欠
失
す
る
が
、
そ
の
う
ち
「
筒
井
」
と
呼
ば
れ
る
の
は
⒜
円
型
刳
抜
式
〔
第
六
号
井
ほ
か
〕
と
、
⒝
円
・
角
組
合
せ
式
（
二
重
井
筒
）〔
第
一
号
井
ほ
か
〕
で
あ
る
。
⒜ 
は
「
径
・
深
さ
と
も
に
一
・
五
メ
ー
ト
ル
前
後
に
掘
っ
た
穴
の
最
下
底
に
、
拳
大
の
礫
を
一
五
セ
ン
チ
位
の
厚
さ
に
敷
き
、
上
部
に
小
児
頭
大
の
石
を
数
個
配
列
し
、
そ
の
上
に
直
径
九
〇
セ
ン
チ
大
の
巨
木
を
、
外
周
部
五
セ
ン
チ
内
外
を
残
し
て
刳
り
抜
き
、
内
径
八
〇
セ
ン
チ
内
外
の
筒
状
に
し
た
枠
を
立
て
、
周
囲
を
粘
土
で
か
た
め
た
も
の
」。
曲
物
の
み
で
同
じ
型
式
の
も
の
は
県
下
各
地
で
検
出
さ
れ
て
い
る
。
⒝ 
は
「
直
径
二
・
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
広
さ
の
穴
を
約
四
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
に
穿
ち
、
下
底
に
塊
石
を
並
べ
、
そ
の
上
中
央
に
大
四
枚
、
小
二
枚
の
桶
側
状
の
縦
長
板
を
直
径
七
九
セ
ン
チ
の
大
き
さ
に
組
合
せ
、
込
栓
で
繋
い
だ
も
の
を
お
き
、
そ
の
下
部
外
方
に
四
角
形
横
板
無
柱
式
の
、
高
さ
一
〇
三
セ
ン
チ
、
内
法
九
四
セ
ン
チ
の
井
筒
を
設
け
た
も
の
」。
二
重
井
筒
の
間
を
「
含
み
」
と
称
し
、
大
量
の
水
を
一
時
に
使
用
す
る
井
戸
と
し
て
今
も
用
い
ら
れ
る
。
（
６
）
万
葉
集
に
は
そ
の
他
、
上
の
竹
原
井
（
巻
三
・
四
一
五
題
）、
吉
野
の
弓
絃
葉
の
三
井
（
巻
二
・
一
一
一
）、
伊
勢
の
山
辺
の
御
井
（
巻
一
・
八
一
、
巻
十
三
・
三
二
三
五
）、
常
陸
の
曝
し
井
（
巻
九
・
一
七
四
五
）、
駅
家
の
堤
井
（
巻
十
四
・
三
四
三
九
）、
越
中
国
分
寺
の
寺
井
（
巻
十
九
・
四
一
四
三
）、
〔13〕
平
城
京
の
靫
負
の
御
井
（
巻
二
十
・
四
四
三
九
題
）
な
ど
の
例
が
見
え
る
。
（
７
）
前
稿
に
臆
説
を
記
し
た
。「
月
や
あ
ら
ぬ
―
―
伊
勢
物
語
の
藤
原
高
子
・
私
説
―
―
」、
神
戸
親
和
女
子
大
学
『
言
語
文
化
研
究
』
第
十
三
号
、
二
〇
一
九
年
二
月
。
（
８
）
奈
良
市
西
紀
寺
町
所
在
。『
平
城
坊
目
考
』
の
原
文
に
「
縁
起
云
行
基
菩
薩
開
基
号
璉
城
寺
其
後
紀
有
常
為
再
興
仍
称
紀
寺
焉
云
々
」
と
あ
る
（
下
略
、
一
八
八
九
年
刊
本
に
よ
る
）。
小
林
剛
『
奈
良
の
美
術
』
は
、
寺
伝
は
に
わ
か
に
信
じ
難
い
と
し
な
が
ら
、
本
尊
脇
侍
の
観
音
像
は
藤
原
時
代
の
作
り
で
あ
り
、
有
常
の
時
代
と
相
違
し
な
い
と
も
言
う
（
一
九
五
八
年
刊
）〔
美
術
史
の
藤
原
時
代
は
寛
平
以
後
。
弘
仁
・
貞
観
文
化
の
あ
と
で
あ
る
〕。
古
今
集
（
伊
勢
物
語
）
に
見
え
る
実
名
を
後
人
が
利
用
し
た
も
の
か
。
私
云
、
歌
は
二
首
の
み
、
羇
旅
歌
・
四
一
九
（
伊
勢
八
十
二
段
）、
恋
歌
五
・
七
八
四
（
伊
勢
十
九
段
）。
紀
氏
の
歴
々
た
る
人
物
で
な
い
の
は
、
有
常
に
何
か
の
因
縁
が
あ
っ
た
故
か
と
も
想
像
さ
れ
る
。
参
考
文
献
と
し
て
、
福
山
敏
男
『
奈
良
朝
寺
院
の
研
究
』
の
「
紀
寺
」
の
項
（
一
九
七
八
年
増
訂
版
）、『
奈
良
市
史 
社
寺
編
』（
一
九
八
五
年
）、
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
学
芸
学
部
「
璉
城
寺
（
紀
寺
）
の
総
合
学
術
調
査
」
の
報
告
（
同
学
部
「
論
集
」
第
45
号
、
二
〇
〇
八
年
以
下
に
連
載
）
な
ど
が
あ
る
。
(
９)
日
本
歴
史
地
名
大
系
『
奈
良
県
の
地
名
』
一
九
八
一
年
に
よ
る
。
十
三
峠
は
信
貴
山
の
北
方
で
、
標
高
約
四
三
〇
ｍ
、
高
安
山
の
尾
根
道
か
ら
八
尾
市
神こう
だ
ち立
に
下
り
る
。
和
名
抄
の
玉
祖
郷
に
比
定
し
、
式
内
玉
祖
神
社
が
あ
る
。
大
日
本
地
名
辞
書
の
高
安
郡
の
条
に
、
伊
勢
物
語
の
女
子
を
神
立
の
人
と
す
る
一
説
を
引
く
。
（
二
〇
二
〇
年
十
一
月
五
日
）
